

































































































































































































１つめの式から、（X1 － A11）p1 ＝ A12p2 となる




る（p1 ＝ p2 ＝ 0となりそうに思える）かもしれ
ない。しかし、剰余生産物がないケースである
ために、X2 ＝ A12+A22、X1 ＝ A11+A21 という関係
があるため、２本の方程式は独立ではない。２
本目の式からを変形すると、（X2 － A22）p2 ＝
A21p1 となるので、p1：p2 ＝ X2 － A22 ：A21 が得
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X1 ≧ a11X1 ＋ a21X2
X2 ≧ a12X1 ＋ a22X2
と書きなおすことができるので
（1－ a11）X1 ≧ a21X2
（1 － a22）X2 ≧ a12X1
これによって、
（1－ a11）/a21 ≧ X2/X1 ≧ a12/（1－ a22）
となることから、再生産可能性条件が満たされ
ているといっても、農業産品と工業産品の生産



































575　＝（1+r）（280 ＋ 12p） ①
20p　＝（1+r）（120 ＋ 8p） ②
式①より 1+r ＝ 575/（280 ＋ 12p）③なので、
これを②に代入して、20p（280 ＋ 12p）＝ 575
（120 ＋ 8p）より整理すると、ｐについての２
次方程式 6p2 ＋ 25p － 1725 ＝ 0 を得るから、
因数分解して（6p ＋ 115）（p － 15）＝ 0、こ
のうちの正の解 p ＝ 15 が求める工業産品の相































　　X1p1＝（１＋ｒ）（A11p1 ＋ A12p2）＋ wℓ1


















　　　　　　　　農業　 工業　  労働
農業　５７５ ← ２８０ ＋ １２ ＋ １９




　　575 ＝（1＋ r）（280 ＋ 12p）＋ 19×5
　　30p ＝（1＋ r）（120 ＋ 8p）＋ 12×5
となる。１つめの式から（1 ＋ r）＝（575 －
95）/（280 ＋ 12p）となるので、これを２つめ
の式に代入すると、30p ＝（120 ＋ 8p）（575 －
95）/（280 ＋ 12p） ＋ 12 × 5、これを整理する
と p についての二次方程式、3p2 ＋ 32p － 620
＝ 0 となるので、因数分解して（3p ＋ 62）（p
－ 10）＝ 0 より、正となる解を求めれば p ＝







　　575 ＝（280 ＋ 12p）＋ 19 × W
　　30p ＝（120 ＋ 8p）＋ 12 × W




　　575 ＝（1＋ R）（280 ＋ 12p）
　　30p ＝（1＋ R）（120 ＋ 8p）









　　575p1 ＝（280p1 ＋ 12p2）＋ 19×W





575v1 ＝ 280v1 ＋ 12v2 ＋ 19











































































































































農林水産業 1.46 9.22 0.06 3.39 0.00 0.17 0.25 0.00 0.05 -2.40 -0.04 -0.12 -2.56 1.35 12.04
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